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■運行計画の策定 
 
１）これまでの取り組みと運行計画の策定 
平成 18 年度より運行を開始したナイトシャトルバス元気号は、年々利用者も増加傾向にあ

り、特に外国人旅行者の利用が平成21年度93%と高い利用率を占める結果となった。また、

国内はもとより海外旅行エージャントからも高い支持をいただくようになり、外国人旅行

者の二次交通として広く認知されるようになった。以上の傾向から平成 22 年度は、基本的

な考えとして観光・インバウンド向けにシフトしたものとし、利用者が村内飲食店並びに

商業地域に移動する時間帯及び帰路の時間帯を概ね考慮することにより、村内の商業地域

の施設利用をしていただけるようなダイヤ設定並びにルート設定を行った。 
 
２）白馬村地域公共交通（観光交通システム）検討委員会 
（１）委員構成                     （平成 22年 10月 22日現在） 
 

◎委員長 ○副委員長 
選出区分 職  名 氏  名 
住民代表 白馬村地域公共交通会議 委員（一般公募） 速水 政文 
住民代表 白馬村地域公共交通会議 委員（一般公募） 渡邉  宏 
事業者 川中島バス㈱ 白馬営業所長 勝野 英樹 
事業者 （有）白馬交通 代表取締役社長 遠藤  清 

観光団体 白馬村観光局次長 松沢 晶二 
観光団体 観光局インバウンド専門委員会 ○富田 幸延 
観光団体 白馬ツーリズム代表 塩島 眞一 
行政機関 白馬村役場 観光農政課 ◎篠崎 孔一 

 
 
（２）検討委員会開催状況 
第 1 回会議 
ⅰ日 時：平成 22 年 10 月 4 日（月）午後 3 時から午後 4 時 33 分 
ⅱ場 所：白馬村役場庁議室 
ⅲ出席者：7 名 
ⅳ内 容：1.委員長及び副委員長の選任 
     2.平成 22 年度ナイトシャトルバス「元気号」運行計画（案）について 
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■運行計画の策定スケジュール 
 
6 月 
中旬 第 1 回 白馬村地域公共交通（観光交通システム）検討委員会の開催 
・平成 22 年度運行実績報告及び検証 
 
7 月～11 月 
・白馬村地域公共交通（観光交通システム）検討委員会の開催（3 回程度） 
・観光交通システム運行計画（案）の策定    
・観光関係者との意見交換 
・運行事業者の決定 
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■「元気号」運行経費明細 

 
内  容 金額(円) 内     訳 

バス運行委託料 
（３系統） 

8,328,180 
レッドライン・ブルーライン＠35,490 円×79 日 
グリーンライン＠34,440 円×79 日 

時刻表チラシ作成 220,500 Ｂ４サイズ 20,000 枚 

バス乗車券作成 148,050 1,000 部（回数券：６枚綴／冊） 

乗車券販売所表示
ステッカー作成 

105,000 Ａ５サイズ 100 枚 

バス停時刻表変更
費用 

409,500 30 枚（作成費、貼替え作業費を含む） 

バスボディ用表示
マグネットシート 

88,200 6 枚（大 3枚、小 3枚） 

運行関係雑費 18,070 チラシ折込み費用ほか 

合  計 9,317,500 内
白馬村支出         8,328,180 

白馬村地域公共交通会議支出   989,320 

 
 
 
 
※参 考 

バス運行収入 2,509,600 一乗車 200 円 

 



■ナイトシャトルバス「元気号」利用実績

20年度実績 19年度実績 18年度実績

乗車人数計(人) 乗車人数計(人) 乗車人数計(人) 人数 比率

7月
7/21～7/31
（平成19年

度）
11日間 0 7 0 7

8月
8/1～19

（平成19年
度）

19日間 0 125 0 125

30日間 0 132 0 132

R 356 R 309 270
B 472 B 434 446
G 420 G 361 240

小計 956

R 1,694 R 890 1,034
B 2,520 B 1,653 1,526
G 1,676 G 1,088 810

小計 3,370

R 1,407 R 799 802
B 2,078 B 1,719 1,001
G 1,424 G 1,421 654

小計 2,457

R 120 R 141 80
B 225 B 211 85
G 156 G 218 68

小計 233

79日間 7,016 9,555 7,283 3,304 135.7%

79日間 7,016 9,687 7,283 3,304 135.7%

1,248

5,890

4,909

501

12,548

別紙資料２

＜単位：人＞

月 運行期日 運行日数
21年度実績 前年対比

乗車人数計(人)

22年度実績

乗車人数計（人）

0

0

夏物語合計 0

12月 12/18～31 14日間

0

0

0

3,939

566 693 144 113.0%

1,104

①　レッドライン　　　　中部＆北部エリア（右回り）　　　　

2,259 162.2%

3,631

2月 2/1～2/28 28日間
4,034 2,794 970 124.6%

1月 1/1～1/31 31日間
4,237 3,188

②　ブルーライン　　　中部エリア（左回り）

③　グリーンライン　　中部＆南部エリア（左回り）

▲ 69 87.9%

570

冬物語合計 9,244

年間合計 9,244

608

12,548

3月 3/1～3/6 6日間
718
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■循環ナイトシャトルバス元気号停留所別乗車表（10-11シーズン）

10-11/12月 10-11/1月 10-11/2月 10-11/3月 10-11総合計 内外国人 内日本人 09-10総合計
人数

（対前年
比）

比率
（対前年

比）

1 ビラ白馬 89 418 372 60 939 925 14 658 281 142.7%

2 ラネージュ 68 371 260 21 720 702 18 522 198 137.9%

3 岳都 85 249 157 13 504 489 15 199 305 253.3%

4 白馬東急ホテル 79 525 308 44 956 913 43 545 411 175.4%

5 樅の木ホテル(ビジターセンター) 72 470 425 21 988 951 37 752 236 131.4%

6 八方ゴンドラ 96 241 265 19 621 594 27 549 72 113.1%

7 アンクルスティーブンス 43 326 185 21 575 537 38 503 72 114.3%

8 八方アルプス広場 29 158 185 19 391 358 33 216 175 181.0%

9 白馬飯店 4 24 11 5 44 32 12 39 5 112.8%

10 JR白馬駅 136 512 446 38 1,132 865 267 1,552 ▲ 420 72.9%

11 白馬中学前(ききょうや) 55 217 294 21 587 483 104 204 383 287.7%

12 ジャスコ 117 450 318 41 926 882 44 706 220 131.2%

13 桂花 0 5 2 4 11 8 3 15 ▲ 4 73.3%

14 みそらの大通(エアメール) 2 3 18 0 23 15 8 51 ▲ 28 45.1%

15 チェリーパブ 29 245 209 0 483 442 41 94 389 513.8%

16 みそらのロータリー 5 0 19 8 32 25 7 80 ▲ 48 40.0%

17 白馬屋 112 551 511 48 1,222 1,165 57 785 437 155.7%

18 呑者屋(のんじゃえ) 9 83 59 4 155 128 27 204 ▲ 49 76.0%

19 セブンイレブン瑞穂 28 312 222 46 608 567 41 334 274 182.0%

20 八方バスターミナル 120 304 324 36 784 723 61 602 182 130.2%

21 ハイマウントホテル 14 122 64 0 200 189 11 45 155 444.4%

22 どんぐり入口 0 0 0 0 0 0 0 7 ▲ 7 0.0%

23 庄屋丸八 16 19 10 0 45 38 7 4 41 1125.0%

24 セブンイレブン白馬岩岳 0 16 6 0 22 15 7 49 ▲ 27 44.9%

25 ガーデンの湯(トナカイ牧場) 2 0 0 2 4 4 0 18 ▲ 14 22.2%

26 アップルランド前(トムソーヤ) 2 30 28 2 62 52 10 19 43 326.3%

27 十郎の湯 10 64 60 5 139 108 31 89 50 156.2%

28 JR神城駅 9 24 14 10 57 43 14 75 ▲ 18 76.0%

29 エスカルプラザ(白馬五竜) 8 58 65 9 140 108 32 224 ▲ 84 62.5%

30 白馬の森 9 93 72 4 178 148 30 104 74 171.2%

1,248 5,890 4,909 501 12,548 11,509 1,039 9,244 3,304 135.7%

停留所名

合計

別紙資料３
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